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第一次緊急輸送道路への
アクセス性向上

第三次医療施設への
搬送時間短縮

［整備後］阿波ｽﾏｰﾄIC（仮称）経由

ア
エ
ル
ワ

約10分
短縮

約15分

約5分

徳
島
自
動
車
道
（土
成IC

）

［現況］土成ICより

［整備後］

徳
島
県
立
中
央
病
院

約9分
短縮

約55分

約46分

阿
波
病
院

［現況］

阿波スマートＩＣ
（仮称）

阿波市

土成IC

至

徳
島
市
方
面

至

愛
媛
方
面

至

愛
媛
方
面

E32

アエルワ

（資料：H27全国道路・街路交通情勢調査）

路 線 名 ： 徳島自動車道

（土成IC～脇町IC間）

設置場所 ： 徳島県阿波市

接続形式 ： 本線直結型

形 式 ： 上り方向 （２/４） （徳島方面）

運用形態 ： 全車種 ２４時間

■徳島自動車道 阿波スマートＩＣ（仮称）
あ わ

スマートインターチェンジ新規事業化等箇所の整備効果

＜概 要＞

わき まちど なり

あ わ

＜位 置 図＞

参考資料①

Ｅ32

11.2km 7.6km

18.8km

土成IC

脇町IC

阿波スマートIC（仮称）

国土地理院

吉野川市役所

阿波市役所

美馬市役所

至 徳島

至 川之江

スマートＩＣの整備により、阿波市から徳島市内の第三次医療施設への
搬送において、高速道路へのアクセスが向上することから、迅速な搬送に
繋がり、救急医療活動を支援する。

スマートICの整備により、第一次緊急輸送道路である徳島自動車道から
広域物資輸送拠点施設「アエルワ」のアクセス性が改善され、阿波市の
防災機能の向上や周辺地域への物資輸送活動の効率化が期待される。

整備効果 災害発生時の物資輸送活動を支援

整備効果 救急医療活動を支援

阿波病院

315人

県立中央病院

707人 徳島大学病院

122人
徳島赤十字病院

53人

県立三好病院

1人

その他

3,464人

阿波市内の救急搬送先(H28～30)

（資料：徳島中央広域連合消防本部ヒアリング）

約2割が
徳島市内へ
搬送

（資料：H27全国道路・街路交通情勢調査）

：第三次医療施設

：第二次医療施設

E32

E11
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徳島赤十字病院

阿波スマートＩＣ
（仮称） 土成IC

藍住IC

整備後46分

現況55分
徳島大学病院

阿波病院

徳島県立中央病院

脇町IC

整備後5分

至

関
西
・
徳
島
市
方
面

：避難所

：防災拠点

：阿波市役所・支所

阿波市

現況15分

徳島県




